
際
酢
蛸
″
う
ーiト
い
ぃ （9）大気中のレ鳥臣う酸化物量調査（二酸化鉛法・昭和46年度）

前年産に引き続き、県下14ケ所の測定地点に二酸化鉛円筒を設置L、大気汚染（いおう酸化物

の量）の状況を見るため把、硫黄酸化物の調査を実施した。しかし、この二酸化鉛法ほ、通常1ケ

月を単位とするため時間変化、日変化等を測定できない欠点があるが、積算的な勘定結果を見たい

時などほ便利である。

調査期間

昭和46年4月1日～昭和47年3月31日

調査地点

浦　和　市　：　県　　庁

川　口　市（Ⅰ卜：川口市役所

川　口　下試Ⅱ）

大　官　市

場ケ谷市

草　加　市

蕨　　　市

和　光　市

所　沢　市

川　越　市

東松山市

熊　谷　市

上　尾　市

越　谷　市

川口保健所

衛生研究所

鳩ヶ谷市役所

草加市役所

蕨市役所

和光市役所

所沢市役所

地方庁舎

東松山保健所

熊谷気象台

上尾市役所

越谷市役所

」貞ふぬ＿
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亀常1ケ

ご見たい

調査方法

前年度と同じ方法、すたわち二酸鉛円筒に二輩化鈴を塗布し＼1ケ月間、測億地点に設置し、1

ヶ月後二酸化叙と反応してできた、硫鞍イオンを比色法にて測定する。

考　　察

汚染の地域別変化を見ると、前年度と同様、全般に県南地域が高く、特に草加が高濃藍を示して

いる。北の方へ行く把つれで値が低く、東松山や熊谷の年平均は草加の半年以下である。この様紅

草弧上尾が高い値を示すのは周辺の工業団地の影響だと思われる0月別変化¶も全馳勺に6月～

ノ　8月と11月～2月の2つのピークがあり、特にユ2月は各地域とも高いど－グを現わしている。
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